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１. 四半期業績の概況の作成等に係る事項 
①会計処理の方法の最近連結会計年度における  ：無 
認識の方法との相違の有無 

②連結及び持分法の適用範囲の異動の状況    ：無 
 
２. 平成 16 年 3 月期第 1四半期の業績概況（平成 15 年 4 月 1日 ～ 平成 15 年 6 月 30 日） 
（１）経営成績（連結）の進捗状況 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
当期(四半期)       
純 利 益       

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 

16 年 3 月期第 1 四半期 780(△10.6) △39 (－) △55 (－) △68 (－) 

15 年 3 月期第 1 四半期 785(△14.1)    △62 (－) △65 (－)    △34 (－) 

(参考)15 年 3 月期 3,531(△15.4)     80    27    △245    

 

 １株当たり当期純利益 
潜 在 株 式 調 整 後           
１株当たり当期純利益 

 円    銭 円    銭 

16 年 3 月期第 1 四半期 △6,146  66 －   － 

15 年 3月期第 1 四半期 △2,865  73 －   － 

(参考)15 年 3 月期 △21,653  58 －   － 

(注)１．売上高，営業利益等におけるパーセント表示は，対前年同四半期比増減率を表示しております。 
  ２．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
  ３．この報告における数値については、公認会計士又は監査法人の監査を受けておりません。 
      

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当社グループの第 1 四半期（平成 15 年 4 月 1 日～平成 15 年 6 月 30 日）の連結業績は、売上高 780 百
万円（前年同期比 0.6%減少）、営業損失 39 百万円、経常損失 55 百万円、第 1 四半期純損失 68 百万円とな
りました。 
主要事業であるアウトソーシング事業及びエフアンドエムクラブ事業における会員数は前期末（平成 15

年 3 月 31 日）からの増加や、新規事業の売上高増加による収益貢献があったものの、当四半期中の平均
会員数が前年同期中に比し少ないことによる会費収入への影響や、連結子会社の売上高の伸び悩み等によ
り、売上高・利益とも前年同期比で減少することとなりました。 
 

（２）部門別の売上高内訳 

16年 3月期第 1四半期 

（当四半期） 

15年 3月期第1四半期 

（前年同四半期） 

参    考 

前期（通期） 

 

金    額 構成比 

対前年同 

期増減率 
金  額 構成比 金額 構成比 

アウトソーシング 

事 業 

百万円 

309 

％ 

39.6 

％ 

△1.9 

百万円 

315 

％ 

40.2 

百万円 

1,570 

％ 

44.5 

エフアンドエムクラブ

事 業 
 

330 

 

42.3 

 

△20.0 

 

412 

 

52.5 

 

1,402 

 

39.7 

不 動 産 

事 業 

 

33 

 

4.3 

 

△4.2 

 

35 

 

4.5 

 

143 

 

4.1 

そ の 他 

事 業 

 

107 

 

13.8 

 

392.6 

 

21 

 

2.8 

 

414 

 

11.7 

合  計 780 100.0 △0.6 785 100.0 3,531 100.0 
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【アウトソーシング事業】 
アウトソーシング事業におきましては、前期において記帳体制の整備が整ったことから、営業強化等に

よる獲得営業を積極化したことに加え、生保営業職員の絶対数減少が落ち着きを取り戻したと推測される
中、退職に伴う解約が比較的低調に推移したことにより、当第 1 四半期末（平成 15 年 6 月 30 日）の会員
数は 26,633 人となり、前期末（平成 15 年 3 月 31 日）より 995 人の増加となりました。 
 売上高に関しましては、期中の会員数が売上高の多寡となる収益構造の為、前年同期比 1.9%減少（前年
同期会員数 31,569 人）の 309 百万円となりました。 
 今後は、更なる顧客サービスの向上を図り、獲得営業を強化することで、会員数増加基調を堅持すると
ともに、生保営業職員以外の個人事業主への記帳代行サービスの事業化を急ぐことで、収益向上に注力し
てまいります。 
 
【エフアンドエムクラブ事業】 
・会員事業 
エフアンドエム会員事業におきましては、新サービスの浸透及び生保等の紹介ルートの強化を図ること

で、営業体制の確立に努めてまいりました。中小企業の業況は尚厳しいものの、企業経営にとって欠かす
ことのできない人事・教育・財務等のサービスコンテンツに特化することで、獲得営業に注力した結果、
当第 1 四半期末（平成 15 年 6 月 30 日）の会員企業数は 4,566 社となり前期末（平成 15 年 3 月 31 日）よ
り 83 社の増加となりました。 
売上高に関しましては、アウトソーシング事業同様、期中の会員数が売上高の多寡となる収益構造の為、

当四半期におけるセグメント全体の売上高は前年同期比 20.0%減少（前年同期会員企業数 5,245 社）の 330
百万円となりました。 
今後は、経営者層に向けた財務サービス及び経営計画作成等の支援によるサービスコンテンツの付加を

進めるなど、顧客満足の向上を図ることで、会員企業数増加基調を堅持するとともに、周辺事業の発掘等
に努め、収益向上に注力してまいります。 
・ISO 支援事業 
 ISO 支援事業に関しましては、前期より取り組んでまいりました地方金融機関及び事業会社等の紹介代
理店構築が進むことで、中小企業にむけた ISO 支援コンサルティングを順調に受注してまいりました。こ
の結果、当第 1 四半期の ISO 支援事業における売上高は 51 百万円となりました。 
 今後も現代理店から安定した紹介が見込まれることに加え、平行して新規代理店の開拓等を強化し、当
社の基幹事業としての成長促進に注力してまいります。 
 
【その他】 
・不動産事業 
 当第１四半期の不動産事業における売上高は 33 百万円となりました。 
なお、当事業での売上高は当社大阪本社が所在する、自社保有物件からの賃貸収入であります。 
 
【主な連結子会社の状況】 
・エフアンドエムネット株式会社 
 連結子会社であるエフアンドエムネット株式会社（出資比率 80％）におきましては、当社グループ内の
システム開発の他、外部からの開発受注及びコンテンツ提供等を進めることに注力してまいりました。こ
の結果、当第 1 四半期は売上高 51 百万円となりました。 
 
・株式会社中小企業エムアンドエーセンター 
 連結子会社である株式会社エムアンドエーセンター（出資比率 80％）におきましては、M＆A 案件の積
み上げを進めるほか、案件成約に向けて鋭意努めてまいりました。また、収益体質の強化を図るため、コ
スト削減等を進めてまいりました。この結果、当第 1四半期は売上高 11 百万円となりました。 
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（３）財政状態（連結）の変動状況 

 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 
１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円    銭 

16 年 3 月期第 1 四半期 4,619    1,913    41.4    170,582  54  

15 年 3 月期第 1 四半期 5,261    2,311    43.9    193,631  34  

(参考)15 年 3 月期 4,725    2,015    42.6    179,616  91  

 

【連結財政状態の変動状況に関する定性的情報等】 

項    目 16 年 3 月期第 1 四半期 増減額 前期末 

（資  産） 

現金及び預金 

受取手形及び売掛金 

 

74 

526 

百万円 

 

 

△114 

68 

百万円  

189 

457 

百万円 

（注）1.項目ごとの変動額が総資産の 1％を超えるものを記載しております。 

   2.記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

   3.現金及び預金の減少は、長期借入金の返済、配当金の支払いが主な要因としております。 

   4.受取手形及び売掛金の増加は、当第 1 四半期においてアウトソーシング事業及びエフアンドエム

クラブ事業の両事業で、会員獲得数が増加したためでございます。 

    

３. 平成 16 年 3 月期の連結業績予想（平成 15 年 4 月 1 日～平成 16 年 3 月 31 日） 

（業績予想に関する定性的情報等） 

 現時点におきまして、平成 15 年 5 月 16 日に発表した予想に変更はありません。ただし実際の業績は今

後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

（ご参考）第 1 四半期の単体業績 

平成 16 年 3 月期第 1四半期（平成 15 年 4 月 1日～平成 16 年 6 月 30 日）の単体業績 

 15 年 3 月期第 1 四半期 

（当四半期） 

対前年同 

期増減率 

14 年 3 月期第 1 四半期 

（前年同四半期） 

参    考 

前期（通期） 

売 上 高      752 百万円 △1.9 ％ 766 百万円 3,229 百万円 

営 業 利 益      △11  －  △8  62  

経 常 利 益      △15  －  △4  49  

 

 

 

以  上 
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１．第１四半期連結財務諸表 

（１）第１四半期連結貸借対照表 

         
当第１四半期末 

（平成15年6月30日） 
前第１四半期末 

（平成14年6月30日） 

区分 金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

（資産の部）       

Ⅰ 流動資産       

１．現金及び預金  74,907   136,832  

２．受取手形及び売掛金  526,436   778,587  

３．たな卸資産  88,997   110,468  

４．その他  324,201   323,904  

貸倒引当金  △2,972   △5,165  

流動資産合計  1,011,571 21.9  1,344,626 25.6 

Ⅱ 固定資産       

(1）有形固定資産       

１．建物及び構築物  1,118,548   1,138,861  

２．機械装置及び運搬具  48   75  

３．土地  729,631   729,631  

４．その他  159,189   157,246  

有形固定資産合計  2,007,416   2,025,814  

(2）無形固定資産       

１．営業権  4,509   9,428  

２．連結調整勘定  6,103   6,447  

３．その他  197,978   203,898  

無形固定資産合計  208,591   219,774  

(3）投資その他の資産       

１．投資有価証券  325,383   705,774  

２．長期貸付金  7,200   9,900  

３. 繰延税金資産  131,107   236,363  

４．滞留売掛金  314,150   53,562  

５. 差入保証金  236,326   241,369  

６．保険積立金  446,274   376,667  

７．その他  78,234   87,497  

貸倒引当金  △152,302   △40,022  
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当第１四半期末 

（平成15年6月30日） 
前第１四半期末 

（平成14年6月30日） 

区分 金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

投資その他の資産合計 1,386,375   1,671,112  

固定資産合計 
 

3,602,384 78.0  3,916,701 74.4 

Ⅲ 繰延資産       

社債発行費  5,366  ―  

繰延資産合計  5,366 0.1 
 

― ― 

資産合計  4,619,322 100.0  5,261,328 100.0 

       

（負債の部）       

Ⅰ 流動負債       

１．支払手形及び買掛金  23,951   66,266  

２．一年内償還予定社債  40,000   ―  

３．短期借入金  809,779   721,670  

４．未払法人税等  2,382   3,968  

５．賞与引当金  57,279   20,540  

６．その他  241,637   324,141  

流動負債合計  1,175,029 25.5  1,136,586 21.6 

Ⅱ 固定負債       

１．社債  160,000   ―  

２．長期借入金  1,262,519   1,707,170  

３．その他  103,112   103,098  

固定負債合計  1,525,631 33.0  1,810,268 34.4 

負債合計  2,700,660 58.5  2,946,855 56.0 

       

（少数株主持分）       

少数株主持分  4,724 0.1  3,288 0.1 
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当第１四半期末 

（平成15年6月30日） 
前第１四半期末 

（平成14年6月30日） 

区分 金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

Ⅰ 資本金  826,000 17.9  826,000 15.7 

Ⅱ 資本剰余金  1,044,700 22.6  1,044,700 19.9 

Ⅲ 利益剰余金  173,712 3.7  498,844 9.4 

Ⅳ その他有価証券評価差額金    △59,145 △1.3  △58,360 △1.1 

Ⅴ 自己株式  △71,330 △1.5  ― ― 

資本合計  1,913,936 41.4  2,311,183 43.9 

負債、少数株主持分及び資本合計  4,619,322 100.0  5,261,328 100.0 
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（２）第１四半期連結損益計算書 

 
当第１四半期 

（自 平成15年4月 1日 
至 平成15年6月30日） 

前第１四半期 
（自 平成14年4月 1日 
至 平成14年6月30日） 

区分 金額（千円） 
百分比 
（％） 

金額（千円） 
百分比 
（％） 

Ⅰ 売上高  780,720 100.0  785,184 100.0 

Ⅱ 売上原価  211,027 27.0  228,795 29.1 

売上総利益  569,693 73.0  556,388 70.9 

Ⅲ 販売費及び一般管理費  609,519 78.1  619,336 78.9 

営業損失  39,826 △5.1  62,947 △8.0 

Ⅳ 営業外収益 5,642 0.7 10,715 1.4 

Ⅴ 営業外費用 21,190 2.7 
 

13,261 1.7 

経常損失 

 

55,373 △7.1  65,494 △8.3 

Ⅵ 特別利益  3,402 0.4  2,448 0.3 

Ⅶ 特別損失  17,480 2.2  ― ― 

税金等調整前第１四半期純損失  69,451 △8.9  63,046 △8.0 

法人税、住民税及び事業税 1,461   4,887   

法人税等調整額 5,403 6,864 0.9 △26,758 △21,880 △2.8 

少数株主損失  7,350 1.0  6,960 △0.9 

第１四半期純損失  68,965 △8.8  34,205 △4.3 
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